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き
っ
か
け
は
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

　
本
市
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
の
交

流
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
事
業
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
カ
ヌ
ー

チ
ー
ム
が
、
笠
置
峡
で
事
前
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
。
木
曽
川
で
カ
ヌ
ー
を
漕こ

ぐ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
ら
に
、
多
く

の
市
民
や
子
ど
も
た
ち
が
声
援
を
送

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
キ
ャ
ン

プ
で
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
て
、
選
手
と
交
流
す
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
も
続
く
交
流

　
そ
の
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
難

民
を
受
け
入
れ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の

支
援
募
金
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
選
手
の
出
身
地
シ
ロ

ン
ス
ク
県
と
の
文
化
交
流
な
ど
を
経

て
、
本
年
、
岐
阜
県
ポ
ー
ラ
ン
ド
交

流
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
は
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

　
市
で
は
同
時
に
、
ク
ラ
ク
フ
市
に

あ
る
日
本
美
術
技
術
博
物
館
マ
ン
ガ

と
、
中
山
道
広
重
美
術
館
が
交
流
で

き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

同
館
は
、
歌
川
広
重
の
浮
世
絵
版
画

な
ど
の
日
本
美
術
を
紹
介
す
る
国
立

博
物
館
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
日
本
文

化
研
究
の
中
心
的
役
割
も
担
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
研
究
や
普
及
事
業
で
協
力

し
、
情
報
交
換
し
な
が
ら
両
館
の
発

展
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
３１
年
４
月

　
カ
ヌ
ー
チ
ー
ム
が
笠
置
峡
視
察

令
和
元
年
９
月

　
笠
置
峡
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
場
が
　

　
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
に
決
定

令
和
３
年
７
月

　
選
手
や
コ
ー
チ
３１
人
が
２
週
間

　
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

令
和
４
年
３
月

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
避
難
民
を
受
け

　
入
れ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
支
援

令
和
５
年
３
月

　
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
が
恵
那

　
北
中
学
校
卒
業
式
に
参
列

令
和
５
年
４
月
～
５
月

　
シ
ロ
ン
ス
ク
県
知
事
の
訪
問
と

　
舞
踊
団
イ
ス
テ
ブ
ナ
の
公
演

令
和
５
年
８
月

　
日
本
美
術
技
術
博
物
館
マ
ン
ガ

　
と
友
好
協
力
協
定
に
向
け
た
覚

　
書
を
取
り
交
わ
す

令
和
６
年
１
月
　

　
日
本
美
術
技
術
博
物
館
マ
ン
ガ

　
の
館
長
ら
が
中
山
道
広
重
美
術

　
館
を
訪
問

令
和
６
年
２
月

　
岐
阜
県
ポ
ー
ラ
ン
ド
交
流
協
会

　
が
設
立

令
和
６
年
３
月

　
日
本
美
術
技
術
博
物
館
マ
ン
ガ

　
と
友
好
協
力
協
定
締
結

▲公開練習で多くの
声援を送る

▲市役所ロビーなど
に募金箱を設置

▲子どもたちが踊り
を体験する場面も

　３月28日、ポーランド共和国の「日本美術技術博物館マンガ」と中山道広重美術館が、友好協力
協定を結びました。今回は、ポーランドとの交流を振り返るとともに「マンガ館」を紹介します。

　　文化課志 26-2153、中山道広重美術館志 20-0522

■マンガ館訪問のご報告

問

　中山道広重美術館学芸係長　常
つねかね

包美
み ほ

穂

交
流
の
軌
跡

恵那市

中山道広重美術館

Muzeum Sztuki i Techniki Japonskiej "Manggha"

日本美術技術博物館マンガ
ポーランド共和国

▲美術館や中山道を
訪問し友好を深める

　協定締結後の交流として、学芸員２人がマンガ館
を訪問し、歌川広重に着目した二つの展覧会や収蔵
庫などを視察してきました。約２千点にも及ぶマン
ガ館の広重作品コレクションが、同館ならではの切
り口で紹介されていました。
　特に、広重から影響を受けたポーランドの芸術家
による作品が比較展示されており、当時ヨーロッパ
で流行したジャポニスム（日本趣味）を通して、広
重や日本文化を再認識する機会となりました。遊び
心ある展示空間や制作工程の体験コーナーなど、取
り入れたい工夫も多々ありました。
　一方、当館ナビルームで好評の重ね摺

ず

り体験キッ
トを、マンガ館へ提供しました。近い将来教育普及
活動で活用するとのことです。両館の長所を共有し、
相互の発展を促進していければと考えています。
　今後は、展覧会や教育普及事業で共同プロジェク
トを企画する予定です。多くの市民の皆さまに来館
いただき、浮世絵を通して両国のつながりを感じら
れるよう進めていきたいです。

左）マンガ館　ノヴァク館長
中）中山道広重美術館
　　学芸係長　常包美穂さん
右）同学芸員　中垣絵

え り
理さん

首都ワルシャワの王宮広場マンガ館の対岸に建つヴァヴェル城 中世の街並みが残るクラクフの街角

「Hiroshige2023」展
では、「自然」「街道」
などの切り口で、コレ
クションの中から広重
作品を展示

展覧会には地元の子ど
もたちも訪れ、作品の
前で、楽しそうに学習
していました

広重作品からインスピ
レーションを受けたポ
ーランド現代アーティ
ストの作品を通して、
日本文化を紹介

▲1994年に開館した「マンガ館」。マンガ
という名称は、葛飾北斎が描いた『北斎漫
画』が由来

`


